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和牛（仔牛）生産費の調査結果について（１） 
畜産課 渡 辺 明 喜 

 

 昭和35年度において実施した第１回和牛生産費調

査の結果がこのほどまとまったのでその概要を記し

て、今後肉牛資源としての仔牛の増産なり、経営改

善について参考に供したい。 

 ただ和牛に関するこうした調査は全国的にも例が

尐なく、調査方法等についてもいろいろ問題はあっ

たが、今回はとりあえず仔牛を生産した雌牛の年間

の飼育経費を求めることをねらいとして調査を行な

ったことを断わっておきます。 

 

１、調査の実施方法 

実施の大要は、岡山県和牛生産費調査実施要領、並

びに同調査方法に基づいて作成した和牛生産費調査

書、並びに和牛飼育日記を夫々対象農家に配布し、

農家が年間これを記録、それを集計する形をとった。

なお農家の記録については岡山県畜産会の委嘱して

いる診断指導員の指導をわずらわした。 

１、調査地域 

和牛生産地域の立地条件の相違等を勘案し、県北

部の生産地域のうち次の７地区を調査対象地域とし

た。 

川上郡 阿哲郡 新見市 真庭郡 

苫田郡 津山市 久米郡 

２、調査対象農家及び対象牛 

  調査地域内において昭和35年度岡山県畜産会の

実施した畜産技術、経営診断対象農家の和牛のうち

昭和35年中に仔牛を生産した雌牛について調査した。 

３、調査期間 

 昭和 35年１月１日から 12月 31日までの１年間と

し、１月１日から３月 31日までの記録は仕方がない

から思い出したものを記録することにした。 

４、調査戸数と集計戸数 

 調査戸数は川上郡備中町（以下郡市町を省いて備

中という以下夫々同じ）５戸、新見市草間５戸、新

見市千屋 10戸、真庭郡新庄村５戸、苫田郡奥津町５

戸、津山市５戸、久米郡中央町５戸、計 50戸で集計

にあったては次のとおり 30個を選択した。 

５、調査項目とその説明（本誌 35 年 12 月に詳説の

ため省略） 

 

２、調査地区の概況 

 調査市町は、県北部中国山脈の山間地帯で、津山、

中央を除き何れも山林面積が全体の 77％以上で、県

平均の 65.4％を大きく上まわっている。 

 耕地率は津山の23.7％中央の19.4％と県平均を上

まわりその他の地区は何れも 10％以下となっている。 

原野面積は、中央とも 3％台で県平均より低く、新見

が最も多く 8.7％で加茂、津山、備中の順となってい

る。 農家の経営規模についてみると中央、哲西が

ともに１戸平均76アールで最も大きく、津山、備中、

加茂の順となり、新見のみが県平均より小さく１戸

平均 5.6アールとなっている。 

 次に家畜の飼養頭数についてみると第２表のとお

りで、各地区とも和牛が多く、津山を除いては、何

れも大家畜の 90％以上を占めている。しかし国の指

定した集約酪農地域に入っている津山、加茂、中央

（以上美作集約酪農地域）と備中（備中集約酪農地
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域）地区では、最近乳牛の飼養頭数が急速に増加し、

和牛は漸減している。 

 和牛飼養形態は仔牛の生産、経営形態が大部分で

多頭飼育の形も相当見受けられる。 

 また給与飼料のうち粗飼料については各地区とも

殆ど自給しているが濃厚飼料については中央、津山、

新見は或程度購入に依存している。 

 耕地面積は平均 119 アール、最も尐ないのが千屋

の 85アール、最も多いのは津山で 181アールとなっ

ているが、何れも県平均（62 アール）は勿論各調査

地区の平均面積より大きく、地区内の上層農家が調

査の対象となったことがわかる。 

 その他の面積では平均487アールとなっているが、

そのうち採草、放牧地についてみると最も尐ないの

が津山の 16アール、多いのが備中の 468アールであ

る。 

 生産費の低い地区は何れも、採草放牧地面積の多

い地区で、和牛と野草の関連性の高いことがわかる。 

 和牛の飼育規模は平均 2.4 頭最も多いのが千屋の

8.6頭、中央備中地区は何れも１頭であった。 

 更に他の家畜の飼養状況をみると第５表のとおり

和牛のみ飼っている農家が 12 戸で調査農家の 40％

と最も多く次で鶏を飼っているものが８戸で 26％、

山羊と鶏を飼っているものが５戸で 16％山羊を飼っ

ているものが３戸で 10％山羊とめん羊、及び豚と鶏

を飼っているものが夫々１戸であった。 
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３、調査の集計と結果 

１、調査農家の経営概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、調査地区別の集計と結果 

 調査の集計に当たっては、結果に対する考察上先

ず第１に調査農家の全平均、調査地区毎の農家平均

（７地区）の８つにつき比較検討するように第１図

及び第４表のごとくまとめた。 

（１） 図表のように調査農家全平均では 40,899円

で現在の仔牛平均価格 44,500 円に比べると、3,601

円（８％）の黒字を示し、生産費最低地区は哲西で

27,795 円と 16,705円（37.5％）と実に多くの黒字を

示し、生産費最高地区は中央で 49,380円と 4,880円

（10.9%）の赤字となっている。 

 生産費で黒字となっている地区は哲西のほか備中

の 38,160円、加茂の 39,436円、千屋の 40,537円で

反対に赤字となっている地区は中央のほか津山の

45,358 円、草間の 45,753円であった。 

生産費最低の場合は調査農家平均の 67％しか生産費

がかかっていないのに、生産費最高の場合において

は調査農家平均の 120％、生産費最低の場合の約２倍

の生産費がかかっていることがわかる。 

 生産費の構成についてみると生産費中に占める飼

料費の比率は調査農家平均で 49.8％最低の地区は加

茂の 33.9％、最高は津山の 60.6％となっている。次

に飼育労働費は平均で26.3％最低は千屋の13.6％最

高は加茂の 43.3％と大きな開きがあった。また和牛

償却費は平均 10.1％、最低が備中の 4.1％最高は千

屋の 16.4％となっている。 

 生産費中の購入、自給、償却の比率についてみる

と、平均では購入 16.9%自給 66.7％償却 16.4％とな

っている。自給の最高は津山で購入9.3％自給80.1％

償却 10.6％最低は千屋の購入 31.2％自給 39.8％償

却 29％であった。 

 次に副収入では平均１９，５７９円でそのうち

67％の 13,129円が厩肥生産、あとの 33％6,450円が

畜力利用となっている。副収入の最低は備中の

11,560 円最高は草間の 24,753 円とかなりの開きが

ある。 

 畜力利用の最も尐ないのは津山で副収入の 19.2％

3,450円、最も多いのは中央で副収入の45.3％10,550

円とこれまたかなりの開きが認められる。 

 厩肥生産は何れの地区も副収入の過半を占め、最

も多いのは津山の 80.8％となっている。 

（続） 

 

◇ラジオ農業学校案内（１月） 

畜産関係放送予定 午前６・30～45分 

 ８日（月）ホルモン利用による新しい肥育（渡辺

明喜）15 日（月）去勢牛の若令肥育について（渡辺

明喜）30 日（火）牛乳の飼養標準について（岡 秀

行） 
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